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５
月

1
1
日
、
野
田
中
学
校
の
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
赤
組
団
・
緑
組
団
に
分
か
れ
て

「
野
田
中
ソ
ー
ラ
ン
」
な
ど
競
技
を
行
い
ま
し
た
。（

写
真
提
供
：
野
田
中
学
校
）
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一般会計補正予算総額
65　億　7,940万円

補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

　
１
億
５
７
８
５
万

　
　
１
０
０
０
円
増

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
５
７
８
５
万
１
０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

を
65
億
７
９
４
０
万
１
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

村
道
中
平
上
明
内
線
歩
道

新
設
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
事
業
及
び
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事

業
等
に
要
す
る
経
費
の
ほ

か
、
人
事
異
動
に
伴
う
一

般
職
給
与
費
等
の
人
件
費

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

質
問
が
多
く
出
さ
れ
た

の
が
「
合
葬
墓
作
製
経
費
」

と
「
可
燃
ご
み
収
集
運
搬

経
費
」
に
つ
い
て
で
し
た
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　

第
４
回
村
議
会
定
例
会
が
６
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の

４
日
間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
10
件
の
案
件
、
請
願
２
件
、
議
員
発
議
案
２
件

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
13
日
に
は
６
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

６　月
定例会

受理番号 請願第１号 請願第２号

件　　名

ゆたかな学びの実現・教職員定数改
善・義務教育費国庫負担制度負担率
の引き上げをはかるための、2025
年度政府予算に係る意見書の提出を
求める請願

現行の健康保険証を残すことを求め
る請願

請 願 者 岩手県教職員組合県北支部
支部長　小関　高博

岩手県社会保障推進協議会
会長　佐藤　嘉夫

紹介議員 山田 陽子、丹野 和子 山田 陽子、丹野 和子、中川　昇

付 託 先 総務教民常任委員会

審査結果 採 択　➡　国へ意見書提出

　第４回定例会（令和６年６月）までに受理した請願２件について
総務教民常任委員会で審査を経て、本会議で審議しました。

●●●　請願　●●●●●●●

【 主な事業 】
●地域おこし協力隊活動経費　　　　　504 万 1,000 円
●三陸鉄道経営安定化交付金　　　　　622 万 7,000 円
●価格高騰緊急支援給付金給付事業　1,552 万 9,000 円
●定額減税補足給付金（調整給付）給付事業

1,482 万 4,000 円
●新型コロナウイルスワクチン定期接種事業

2,037 万 8,000 円
●合葬墓作製経費　　　　　　　　　　　　　 350 万円
●可燃ごみ収集運搬経費　　　　　　　157 万 9,000 円
●村道中平上明内線歩道新設事業　　7,894 万 1,000 円
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「交流物産等複合施設整備工事」
決まる

試行的に10月末まで

可燃ごみの全地区２回
収集が始まっています

行ってきました！行ってきました！「野田はまなす会」「野田はまなす会」

６月臨時会

　第３回村議会臨時会が６月28日に開催
され、議案１件について審議を行いました。
　「（仮称）交流物産等複合施設整備工事
の請負契約の締結に関し議決を求めること
について」が提案され、賛成全員で可決し
ました。

　●契約金額　９億1,850万円
　●請 負 者　㈱プライム下舘工務店
　●工事期間　令和６年６月28日から
　　　　　　　令和７年３月21日までの予定。

　６月 23 日、「野田はまなす会総会」「野田はまなす会ふるさと交流会」に
全議員が参加しました。
　交流会では、村からの報告、楽器演奏や歌の披露などが行われ、野田中学
校校歌を全員で合唱し閉会しました。

 ７月17日「安全祈願祭」

【試行期間】
７月１日（月）から10月31日（木）まで
詳しくは「広報のだ」６月号を
ご覧ください。
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《総務教民常任委員会》

《産業常任委員会》

● ５月 30 日、総務教民常任委員５名による視察研修会を開催し、村内４か所の村指定
文化財・名所など視察しました。村から、未来づくり推進課・教育委員会の担当者と
の質疑も交わされ、今後の維持や活用など方向性を探る機会となりました。

　▼視察先▼
　　①「神明様神木ヒバ」
　　②「御台場」
　　③「米田浜津波堆積物地層」
　　④「西行屋敷跡」

● ６月 21 日、産業常任委員４名による視察研修会を開催し、村内３か所の視察を行い
ました。施設の利用状況や課題などを視察しました。

「庵日形井」「染織工房」
ワーケーション・ワークスペース

移住交流体験施設として貸出をしており、
最近ではハイカーの宿泊が増えているようです。

「のだ塩工房」、「国民宿舎えぼし荘」
塩工房では、４基の窯で昔ながらの「薪窯直煮
製法」で塩が作られ、燃料となる薪の調達価格
高騰などの影響も大きいようです。

常任委員会による村内視察の開催

④「西行屋敷跡」 ③ 「米田浜津波堆積物地層」は、東日本の太平洋沖で過去発生
したほとんどの津波の痕跡が残る貴重な村指定文化財です。

議員の活動を
紹介します
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議案番号 議案名・議案内容 議決結果

報告第１号 令和５年度野田村一般会計予算繰越明許費の報告について
　➡戸籍総合システム改修事業ほか７件について繰り越しを報告するもの －

承認第１号
令和５年度野田村一般会計補正予算（第８号）の専決処分に関し承認を求めること
について
　➡特別交付税及び地方消費税交付金等の額の確定に伴い予算を補正するもの

承認
（賛成全員）

承認第２号
野田村税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて
　➡�地方税法等の一部改正に伴い、野田村税条例の一部について所要の改正をする

もの

承認第３号
野田村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めるこ
とについて
　➡�地方税法等の一部改正に伴い、野田村税条例の一部について所要の改正をする

もの

承認第４号
特定復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正す
る条例の専決処分に関し承認を求めることについて
　➡東日本大震災復興特別区域法の一部改正に伴い、所要の改正をするもの

承認第５号
過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の専決
処分に関し承認を求めることについて
　➡奄美群島振興開発特別措置法の一部改正に伴い、所要の改正をするもの

第１号
令和６年度野田村一般会計補正予算（第１号）
　➡�予算総額に歳入歳出それぞれ１億5,785万1,000円を追加し、総額を65億7,940

万1,000円とするもの

可決
（賛成全員）

第２号
令和６年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　➡�予算総額に歳入歳出それぞれ477万3,000円を追加し、総額を４億8,604万円と

するもの

第３号
令和６年度野田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　➡�予算総額に歳入歳出それぞれ24万8,000円を追加し、総額を5,166万円とするも

の

第４号
令和６年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）
　➡�予算総額に歳入歳出それぞれ353万1,000円を追加し、総額を4,677万8,000円と

するもの

発議案第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提出について
　➡国に対して、教職員定数の改善等を求める意見書を提出するもの 可決

（賛成全員）
発議案第２号 現行の健康保険証の存続を求める意見書の提出について

　➡国に対して、現行の保険証の存続を求める意見書を提出するもの

議案番号 議案名・議案内容 議決結果

第１号
（仮称）交流物産等複合施設整備工事の請負契約の締結に関し議決を求めることに
ついて
　➡�工事を施工するにあたり、９億1,850万円で株式会社プライム下舘工務店と請

負契約を締結しようとするもの

可決
（賛成全員）

※議長は採決に加わらない

第４回定例会　６月11日～６月14日

第３回臨時会　６月28日

議 案 一 覧



村政を問う
議員６人が登壇

一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義について質問することが

でき、定例会でのみ（原則）行うことができます。

質問時間は、1人60分までとなっており、1つの質問につき3回まで 質問することができます。

質問議員（質問順）

丹
たん

  野
の

　和
かず

　子
こ

小
お

野
の

寺
でら

　 　 豊
ゆたか

 

小
お

野
の

寺
でら

　清
きよ

　貴
たか

中
なか

　川
がわ

　 　 昇
のぼる

 

山
やま

　田
だ

　陽
よう

　子
こ

米
まい

　田
た

　徳
とくいちろう

一郎

質　問　事　項

１ 交流物産等複合施設に係る予算の執行にあたっての附帯決議の取り組みについて

２ 交流物産等複合施設の基本構想について

３ 小・中学校体育館へのエアコン設置について

４ 桜の苗木の植樹について

１ 小学校建設工事について

２ 村道の維持管理について

３ 交流物産等複合施設建設について

１ 鳥獣被害対策について

２ 野田村育英会奨学金制度について

１ 県道野田山形線と高校通り線交差点付近の交通安全対策について

２ 大雨対策について

３ 歯と口腔の健康にかかる子どもの歯列矯正費用の助成について

４ 野球場スコアボードの改修について

１ 交流物産等複合施設について

２ 人口減少対策の取り組みについて

３ 観光振興の現状と課題について

４ 北岩手・北三陸横断道路について

１ 野田村交流物産等複合施設事業についての住民説明会等について

２ 小中学校の給食費について

３ 子育て支援について

４ 道路整備について

５ パートナーシップについて

６ 体育施設の整備について

７ 中学校の体育施設について

掲　載
ページ

７

１２

１１

８

９

１０
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「
交
流
物
産
等
複
合
施
設
」

問

近
隣
の
同
様
の
施
設

と
の
差
別
化
は
ど
の

よ
う
に
行
う
か
。

村
長

イ
ベ
ン
ト
・
企
画
な

ど
を
強
化
し
、
夕
方

以
降
の
来
訪
者
獲
得
の
た
め
、

自
動
販
売
機
等
の
導
入
、
山

林
の
活
用
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
の
整
備
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

問

「
産
直
ぱ
あ
ぷ
る
」

は
多
く
の
村
民
に
利

用
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

現
在
地
に
今
ま
で
に
近
い
形

で
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村
長

産
直
機
能
は
移
転
す

る
。
現
施
設
は
効
果

的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
公
募

で
施
設
利
用
者
を
選
定
す
る

方
向
で
あ
る
。

問

村
の
玄
関
口
と
し
て

の
に
ぎ
わ
い
が
残
る

よ
う
、
駅
の
無
人
化
は
回
避

で
き
な
い
か
。

村
長

今
後
も
利
用
者
が
便

利
に
使
え
る
よ
う
無

人
化
せ
ず
活
用
す
る
。

問

「
交
流
物
産
等
複
合

施
設
」
内
に
充
電
機

能
と
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の

受
け
入
れ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

は
。

村
長

敷
地
内
に
電
気
自
動

車
用
急
速
充
電
設
備

を
１
基
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
等
の
利
用
を
見
込
ん
だ

電
源
付
き
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

４
区
画
整
備
予
定
で
あ
る
。

問

出
店
者
の
負
担
を
減

ら
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

や
す
い
方
法
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る

か
。

村
長

指
定
管
理
者
の
管
理

運
営
の
中
で
、
魅
力

向
上
に
必
要
と
思
わ
れ
る
企

画
や
採
算
性
を
検
討
し
、
実

施
・
運
営
で
き
る
よ
う
連
携

し
た
い
。

問

出
店
者
、
小
規
模
農

家
等
の
生
産
量
増
加

が
図
れ
る
よ
う
経
済
的
支
援

が
必
要
で
は
。

村
長

出
店
に
係
る
経
費
等

の
経
済
的
支
援
は
、

村
の
既
存
制
度
を
活
用
し
新

規
出
店
者
等
を
支
援
し
て
い

く
。

村
に
桜
並
木
を　

問

今
年
３
月
、
十
府
ヶ

浦
公
園
に
桜
の
苗
木

を
１
０
０
本
植
え
た
と
の
こ

と
だ
が
、
な
ぜ
植
え
替
え
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
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村
長

施
肥
等
で
状
況
を
み

て
き
た
が
、
生
育
状

況
が
思
わ
し
く
な
く
回
復
の

見
通
し
が
な
い
こ
と
か
ら
、

寄
贈
を
受
け
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
っ
た
。

問

植
え
替
え
た
苗
木
に

葉
が
出
て
い
な
い
も

の
が
あ
る
が
、
桜
が
順
調
に

育
つ
方
策
は
な
さ
れ
て
い
る

か
。

村
長

植
え
替
え
に
際
し
て

は
、
あ
る
程
度
土
壌

を
入
れ
替
え
、
根
張
り
が
よ

く
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

す
で
に
枯
死
し
て
い
る
苗
木

は
植
え
替
え
る
こ
と
で
進
め

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

 　無人化の回避を

村長　駅は無人化せずに活用
丹 野　 和 子 議員

陸中野田駅

朝の「陸中野田駅」

十府ヶ浦公園の
桜の苗木



 　支障木の枝払いを

村長　安全確保のため維持管理に努める
小 野 寺　 豊 議員

村道の通行
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問

今
の
季
節
、
草
木
の

生
命
力
、
成
長
の
早

さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
村
内
各

地
で
道
路
脇
の
草
刈
り
は
す

る
が
、
木
々
が
道
路
脇
か
ら

覆
い
か
ぶ
さ
り
、
暗
い
緑
の

ト
ン
ネ
ル
状
態
で
幅
員
が
狭

く
カ
ー
ブ
が
多
い
村
道
が
あ

る
。
冬
場
は
雪
の
重
み
で
枝

が
垂
れ
下
が
り
、
降
雪
時
除

雪
車
が
進
め
ず
後
回
し
に
な

る
路
線
も
あ
る
。
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、
通
行
に

支
障
が
あ
る
木
々
の
枝
払
い

を
計
画
的
に
対
処
す
べ
き
で

は
。

村
長

高
木
で
ト
ン
ネ
ル
状

態
の
と
こ
ろ
が
散
見

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

村
道
敷
地
内
は
成
長
す
る
前

に
伐
採
等
し
て
い
る
が
、
民

地
に
つ
い
て
は
所
有
者
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、
今
後

も
通
行
の
安
全
確
保
の
た
め

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て

い
く
。

問

民
地
側
の
街
灯
が
枝

葉
に
隠
れ
、
効
力
が

阻
害
さ
れ
る
所
が
見
ら
れ
る

が
。

村
長

街
灯
に
つ
い
て
認
識

が
薄
か
っ
た
。
街
灯

に
か
か
る
支
障
木
等
は
早
め

に
所
有
者
の
了
解
を
得
て
切

る
よ
う
対
処
す
る
。

「
交
流
物
産
等
複
合
施
設
」

問

３
月
定
例
会
の
一
般

質
問
で
「
交
流
物
産

等
複
合
施
設
」
建
設
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
提
案
し
た
男

性
ト
イ
レ
の
小
便
器
増
設
の

検
討
結
果
は
。

村
長

男
性
ト
イ
レ
の
小
便

器
を
３
基
増
加
し
た

設
計
に
な
っ
た
。
来
場
者
が

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
配

慮
し
た
い
。

問

便
器
増
設
は
大
変
喜

ば
し
い
。
増
設
に
よ

り
ト
イ
レ
の
面
積
は
広
く
な

る
の
か
。
ま
た
増
設
す
る
１

基
を
幼
児
用
に
し
て
は
ど
う

か
。

村
長

ト
イ
レ
棟
の
面
積
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

間
取
り
を
修
正
し
、
手
洗
い

等
の
ス
ペ
ー
ス
に
支
障
が
な

い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
幼

児
用
便
器
の
設
置
は
し
な
い

が
、
子
ど
も
も
使
い
や
す
い

形
を
設
置
す
る
。

小
学
校
建
設
の
進
捗
状
況
は

問

「
小
学
校
建
設
工
事
」

は
昨
年
11
月
造
成
工

事
に
着
手
。
本
年
５
月
末
時

点
で
外
構
の
フ
ェ
ン
ス
設
置

も
終
え
、
建
築
工
事
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
工
事
関
係
者

か
ら
進
捗
度
合
は
良
好
で
あ

る
と
聞
い
た
。
工
事
発
注
後

か
ら
現
在
ま
で
設
計
変
更
等

は
あ
る
か
。

教
育
長

昨
年
工
事
に
着
手
し

て
以
来
、
造
成
工
事
、

建
築
工
事
と
も
順
調
に
進
ん

で
い
る
。
現
在
の
進
捗
率
は

21
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
令
和
５

年
度
分
で
地
盤
改
良
の
ほ
か
、

土
砂
の
運
搬
・
整
地
等
に
係

る
経
費
を
変
更
増
と
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
２
階
の
ト
イ

レ
を
よ
り
使
い
や
す
く
配
置

す
る
な
ど
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

夏場の難所

工事は順調です
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村内で駆除されたクマ

問

村
育
英
会
奨
学
金
制

度
の
全
額
返
還
免
除

条
件
に
、
看
護
師
、
保
育
士
、

介
護
職
員
の
３
つ
の
職
業

（
村
内
勤
務
に
限
る
）
が
限

定
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

教
育
長

返
還
免
除
は
、
今
後

の
本
村
の
発
展
に
資

す
る
若
者
の
人
材
確
保
を
趣

旨
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
優

先
度
と
し
て
保
育
士
、
看
護

師
、
介
護
職
員
の
３
つ
の
職

種
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
職
種
に
あ
っ
て
も
２

分
の
１
を
免
除
と
し
て
い
る
。

問

返
還
免
除
条
件
に
、

「
村
に
住
所
を
有
し

居
住
し
て
い
る
者
」
と
あ
る

が
、
定
住
年
数
の
条
件
は
あ

る
か
。

教
育
長

減
免
し
た
際
の
定
住

年
数
の
条
件
は
特
に

定
め
が
な
く
、
返
還
期
間
に

野
田
村
に
居
住
し
、
就
業
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
。

問

全
額
返
還
免
除
に
該

当
す
る
職
業
、
規
定

条
件
の
見
直
し
を
図
る
考
え

は
。

教
育
長

奨
学
金
は
財
源
等
の

課
題
も
あ
る
た
め
、

世
の
中
の
動
向
、
近
隣
市
町

村
の
状
況
、
さ
ま
ざ
ま
な
村

の
課
題
な
ど
を
鑑
み
た
う
え

で
協
議
し
な
が
ら
、
指
摘
さ

れ
た
面
も
必
要
が
あ
れ
ば
広

げ
る
等
考
慮
し
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
対
策
強
化
を

問

鳥
獣
被
害
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
な
か
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
み

な
ら
ず
、
狩
猟
免
許
が
な
く

と
も
罠
の
設
置
、
見
回
り
等

の
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
「
有
害
鳥
獣

捕
獲
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を

設
け
、
農
業
従
事
者
を
中
心

に
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
自
主

防
除
捕
獲
の
意
識
高
揚
が
必

要
で
は
な
い
か
。

村
長

昨
年
度
、
県
と
管
内

４
市
町
村
が
連
携
し
、

被
害
対
策
講
習
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
今
後
も
関
係
機
関

等
と
連
携
し
意
識
醸
成
を
図

り
た
い
。
自
主
捕
獲
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
被
害
を
受

け
た
農
林
業
従
事
者
が
自
ら

の
責
任
で
捕
獲
し
、
適
正
に

処
理
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ

る
。「
有
害
鳥
獣
捕
獲
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
資
格
を
持
っ
て
い

な
い
方
々
が
実
際
の
捕
獲
に

関
わ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
と
思
っ
て
お
り
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
等
の
資
格
を

持
っ
た
方
々
と
一
緒
に
や
っ

て
い
く
方
向
で
な
け
れ
ば
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

く
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

本
村
を
含
め
た
管
内

市
町
村
に
お
い
て
、

狩
猟
免
許
取
得
に
関
わ
る
一

部
を
補
助
さ
れ
て
い
る
な
か

で
伺
う
。
本
村
だ
け
が
猟
銃

購
入
補
助
金
を
設
け
ら
れ
て

い
な
い
。
担
い
手
育
成
の
観

点
か
ら
も
設
け
る
べ
き
で
は
。

村
長

管
内
他
市
町
村
で
は

猟
銃
等
に
も
補
助
し

て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
が
、

有
害
駆
除
に
力
を
入
れ
て
い

く
取
り
組
み
と
し
て
、
本
村

で
は
今
年
捕
獲
単
価
を
上
げ
、

近
隣
市
町
村
よ
り
高
く
設
定

し
て
い
る
。
猟
銃
購
入
補
助

に
つ
い
て
も
、
な
る
べ
く
早

い
う
ち
に
設
け
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・�

駆
除
さ
れ
た
野
生
鳥
獣
の

利
活
用
に
つ
い
て

 　制度の見直しを

教育長　さまざまな課題を考慮していく
小野寺 清貴 議員

村育英会奨学金
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 　交通安全対策を

村長　啓発看板の設置等を検討

県道 「野田山形線」

問

県
道
野
田
山
形
線
と

高
校
通
り
線
交
差
点

付
近
は
交
通
量
が
多
く
、
隣

接
地
に
「
交
流
物
産
等
複
合

施
設
」
が
建
設
さ
れ
る
た
め
、

歩
行
者
用
の
信
号
機
の
設
置
、

安
全
運
転
の
看
板
の
設
置
、

路
面
標
示
で
減
速
を
促
す
な

ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
。

村
長

交
通
安
全
対
策
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

信
号
機
設
置
に
は
様
々
な
条

件
が
あ
り
、
現
時
点
で
の
設

置
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
今

後
さ
ら
に
交
通
量
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。
久
慈
警
察
署
と

情
報
共
有
し
、
信
号
機
設
置

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く
。

ま
た
村
道
に
は
減
速
を
促
す
、

ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て

い
る
が
、
加
え
て
交
通
安
全

や
事
故
防
止
に
関
す
る
啓
発

看
板
の
設
置
な
ど
対
策
を
検

討
す
る
。

大
雨
対
策
を　

問

近
年
の
気
候
変
動
等

で
短
時
間
雨
量
が
増

加
し
、
台
風
や
大
雨
等
で
大

き
な
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

河
川
の
堆
積
土
砂
や
支
障
木

の
撤
去
、
伐
採
な
ど
の
必
要

性
を
調
査
し
、
河
川
近
く
の

民
家
に
は
「
土
の
う
」
の
配

備
を
行
い
、
周
知
も
含
め
、

災
害
に
備
え
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

村
長

村
管
理
河
川
の
維
持

管
理
は
、
支
障
木
等

の
自
主
確
認
や
情
報
提
供

な
ど
を
受
け
た
都
度
、
極
力

速
や
か
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
県
管
理
河
川
に
つ
い
て

は
河
道
掘
削
、
支
障
木
撤
去

な
ど
の
要
望
を
継
続
し
て
い

く
。
土
の
う
は
、
あ
る
程
度

ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
。
住
民

の
必
要
に
応
じ
て
速
や
か
に

対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の　
　
　
　
　
　
　

歯
列
矯
正
費
用
へ
の
助
成
を

問

学
齢
期
の
歯
の
健
康

に
お
い
て
、
虫
歯
予

防
と
並
ん
で
か
み
合
わ
せ
の

改
善
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い

る
。
現
在
、
歯
列
矯
正
の
費

用
の
ほ
と
ん
ど
が
保
険
適
用

外
で
あ
り
、
保
護
者
は
大
き

な
経
済
負
担
を
抱
え
る
こ
と

に
な
る
。
歯
列
矯
正
が
必
要

と
診
断
を
受
け
た
子
ど
も
の

歯
列
矯
正
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
考
え
は
。

村
長

矯
正
治
療
が
保
険
適

用
に
な
る
ケ
ー
ス
は
、

顎
の
骨
の
異
常
に
よ
り
、
か

み
合
わ
せ
に
問
題
の
出
て
い

る
「
顎
変
形
症
」
と
診
断
さ

れ
た
場
合
や
国
が
定
め
る
59

の
疾
患
に
該
当
し
た
場
合
に

限
ら
れ
て
い
る
。
現
段
階
で

村
独
自
の
助
成
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

総
合
運
動
公
園
野
球
場

（
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ン
・
ス
タ
ジ
ア
ム
）

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修
を

問

村
野
球
場
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
大
会
等

が
開
催
さ
れ
、
交
流
人
口
の

拡
大
と
本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。

近
年
は
選
手
名
が
表
示
さ
れ

る
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
へ
の
転
換

が
進
み
、
球
場
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
へ
夢

を
与
え
る
施
設
、
設
備
と
し

て
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修
が

必
要
と
考
え
る
。

教
育
長

村
野
球
場
は
平
成
12

年
３
月
に
完
成
。
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
劣
化

に
よ
り
平
成
21
年
度
に
改
修

工
事
を
行
い
15
年
が
経
過
し
、

明
る
さ
な
ど
に
劣
化
が
見
え

始
め
て
い
る
。
前
回
の
よ
う

な
部
分
的
な
改
修
が
不
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
全
面
的
な

改
修
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

村
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
多
く
の
利
用
者

か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

交通量が増えています！
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問

「
交
流
物
産
等
複
合

施
設
整
備
事
業
」
の

住
民
説
明
会
が
先
頃
４
月
29

日
に
開
催
さ
れ
た
。
物
産
館

の
移
転
等
は
住
民
の
関
心
も

高
く
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
開

催
さ
れ
た
の
か
。

村
長

こ
れ
ま
で
出
店
希
望

者
・
事
業
参
画
希
望

者
と
の
意
見
交
換
を
９
回
、

ほ
か
説
明
会
や
意
見
交
換
会
、

模
型
展
示
な
ど
を
15
回
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
視
察
を

８
回
実
施
し
、
そ
の
都
度
意

見
や
提
案
な
ど
頂
戴
し
た
。

先
頃
４
月
29
日
に
開
催
の
説

明
会
は
、
当
初
予
算
の
可
決

に
伴
う
附
帯
決
議
に
基
づ
き
、

住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
の
一

環
と
し
て
改
め
て
開
催
し
た
。

再
質
問

産
直
等
施
設
を
利
用

す
る
側
の
意
見
や
声

な
ど
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
。

反
省
す
べ
き
点
で
は
な
い
か
。

村
長

村
で
は
参
加
希
望
者

だ
け
で
は
な
く
、
一

般
の
方
々
に
も
広
報
し
な

が
ら
「
新
施
設
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
４
回
開
催
、

十
分
で
な
い
と
い
う
話
も
あ

り
４
月
の
説
明
会
を
開
催
。

給
食
費
へ
の
支
援
策
は

問

昨
今
の
社
会
情
勢
か

ら
給
食
費
へ
の
何
ら

か
の
支
援
策
が
必
要
で
は
。

村
長

今
後
も
他
市
町
村
や

国
・
県
の
動
向
を
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。
ま
た
県

要
望
の
際
に
、
他
県
で
の
実

例
と
併
せ
て
県
へ
働
き
か
け

を
行
っ
て
参
り
た
い
。

「
子
ど
も
食
堂
」
で
居
場
所

づ
く
り
を　
　
　
　
　

問

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
充
実
と
し
て

「
子
ど
も
食
堂
」
が
他
の
自

治
体
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
村
も
夏
休
み
や
冬
休
み
な

ど
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

村
長

民
間
団
体
等
に
よ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も

食
堂
」
等
を
含
め
た
居
場
所

の
開
設
を
期
待
し
て
い
る
。

協
力
し
て
も
ら
え
る
団
体
等

へ
の
支
援
の
方
策
で
進
め
て

い
き
た
い
。

道
路
改
修
・
歩
道
の
確
保
を

問

三
陸
沿
岸
道
路
の
開

通
や
小
学
校
新
築
整

備
に
伴
い
交
通
量
が
増
え
て

い
る
。
特
に
村
道
明
内
中
平

線
・
秋
田
線
の
道
路
改
修
等
、

早
急
な
対
応
が
必
須
で
は
。

村
長

各
路
線
の
利
用
状
況

に
変
化
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
村
全
体
の
交

通
状
況
の
推
移
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
を

問

県
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し

１
年
が
経
過
し
た
。
本
村
で

も
制
度
導
入
す
べ
き
で
は
。

村
長

地
域
の
状
況
を
把
握

し
た
う
え
で
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
。

問

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し

な
け
れ
ば
制
度
の
導

入
が
で
き
な
い
の
か
。
制
度

が
あ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で

は
。

村
長

村
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・�

村
体
育
館
の
用
具
等
の
計

画
的
な
整
備
を
。

・�

中
学
校
体
育
館
の
用
具
等

の
整
備
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

抜
本
的
な
飛
散
対
応
策
を
。

 事前説明・意見聴取などが不足では！
村長　その都度関係団体と協議してきた

山 田　 陽 子 議員

「交流物産等複合施設」 整備事業

住民説明会での様子（4/29）
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 附帯決議に対する取り組みは

村長　村民の意見等取り入れ事業を進める
米田 徳一郎 議員

「交流物産等複合施設」 整備予算

問

「
交
流
物
産
等
複
合

施
設
」
の
予
算
執
行

に
当
た
っ
て
は
、
当
初
の
目

的
で
あ
る
ま
ち
な
か
再
生
に

つ
な
げ
る
事
業
と
す
る
よ
う

附
帯
意
見
を
附
し
て
採
択
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
取
り
組

み
状
況
は
。

村
長

「
村
民
へ
の
説
明
を

一
層
丁
寧
に
行
い
、

十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
」
４
月
29
日
に
説
明
会
を

開
催
し
、
施
設
整
備
の
必
要

性
や
整
備
概
要
な
ど
を
説
明

し
た
ほ
か
、
広
報
の
だ
６
月

号
で
説
明
会
の
内
容
を
掲
載

し
、
広
く
周
知
を
図
る
予
定

で
あ
る
。
引
き
続
き
必
要
な

情
報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
住
民
の
意
見
や
提
案

と
し
て
同
説
明
会
で
「
立
地

が
適
し
て
い
る
」「
他
の
施

設
と
の
差
別
化
が
重
要
」「
暗

い
話
題
が
多
い
な
か
だ
が
新

施
設
の
完
成
を
期
待
し
て
い

る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

現
在
の
施
設
は
、
駅
機
能

や
ト
イ
レ
等
は
、
今
後
も
利

用
す
る
方
の
利
便
性
を
配
慮

し
て
い
く
。
観
光
物
産
館
及

び
産
直
機
能
は
新
施
設
に
移

転
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今

後
も
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見

等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。

20
代
、
30
代
の
女
性
の　
　
　
　

都
市
部
へ
の
流
出
を
防
ぐ
対
策
を

問

人
口
減
少
の
原
因
は

「
若
者
の
結
婚
及
び

出
産
に
関
す
る
意
識
の
変

化
」「
育
児
に
対
す
る
経
済

的
な
負
担
」
等
が
大
き
な
要

因
、
そ
の
対
策
を
急
ぐ
べ
き

で
は
。

村
長

少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
は
、
本
村
の
み

な
ら
ず
全
国
的
な
課
題
で
あ

る
。
村
で
は
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
の
構
築

に
向
け
取
り
組
み
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

の
整
備
と
子
育
て
に
係
る

様
々
な
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。
人
口
減
少

は
、
そ
の
要
因
と
し
て
様
々

な
要
素
が
絡
み
合
う
こ
と
か

ら
、
今
後
も
子
育
て
支
援
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
産
業
振

興
策
な
ど
を
継
続
し
て
実
施

し
、
長
期
的
な
視
点
を
も
ち

進
め
て
い
き
た
い
。

観
光
振
興
の
現
状
と
課
題
は

問

三
陸
沿
岸
道
路
全
線

開
通
か
ら
２
年
６
ケ

月
が
過
ぎ
交
通
量
も
安
定
し

た
反
面
、
国
道
45
号
の
交
通

量
が
大
き
く
減
少
、
観
光
客

も
ま
ば
ら
で
寂
し
さ
を
感
じ

る
が
、
観
光
施
設
・
史
跡
・

導
線
な
ど
の
整
備
は
万
全
か
。

村
長

本
年
は
「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」
が

全
線
開
通
５
周
年
を
迎
え
、

２
月
に
は
英
国
タ
イ
ム
ズ
紙

で
「
日
本
の
訪
れ
る
べ
き
14

の
場
所
」
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

今
後
も
ハ
イ
カ
ー
の
更
な
る

増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
す
で

に
著
名
な
地
図
ア
プ
リ
に
は

ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
全
線
が
記

載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
村
独

自
で
ハ
イ
カ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
店
舗
等
の
設
置
、
村
内

ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
安
全
で
適
切
な
管
理
を
行

い
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
や
震

災
学
習
な
ど
関
連
す
る
分
野

と
も
連
携
し
な
が
ら
観
光
振

興
を
図
り
た
い
。

「
フ
ル
規
格
で
の
早
期
整
備
」

を
関
係
機
関
に
求
め
る
べ
き

問

県
で
は
、
盛
岡
市
と

久
慈
市
を
結
ぶ「（
仮

称
）
久
慈
内
陸
道
路
」
を
構

想
路
線
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
が
、「
北
岩
手
・
北
三

陸
横
断
道
路
」
整
備
に
向
け

た
進
捗
状
況
と
課
題
は
。

村
長

構
想
路
線
の
位
置
づ

け
は
、「
高
規
格
道

路
と
し
て
の
妥
当
性
を
検
討

す
る
路
線
」
と
し
て
い
る
。

進
捗
状
況
は
本
年
１
月
と
３

月
に
県
土
整
備
部
、
県
庁
担

当
課
、
関
係
首
長
で
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
一
部
具
体
的

な
意
見
を
交
わ
す
な
ど
少
し

ず
つ
前
進
し
て
い
る
。
現
在
、

県
で
実
施
し
て
い
る
調
査
業

務
の
中
で
、
整
備
の
考
え
方

等
、
沿
線
市
町
村
と
共
有
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

「道の駅のだ」
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主な議会の動き

 議会傍聴できます！

次の定例会は ９月です

●４月●
　３日　道路関係４団体監査 ………………………………………………………………… 議長
　４日　野田中学校入学式 ………………………………………………………………… 全議員
　６日　野田小学校入学式 ………………………………………………………………… 全議員
　８日　久慈工業高校入学式 ……………………………………………………………… 全議員
13日　三陸鉄道開業40周年記念式典（宮古市）………………………………………… 議長
15日　村政調査会 ………………………………………………………………………… 全委員
16～17日　北部地区町村議会議長会通常総会（八戸市）…………………… 議長・副議長

●５月●
10日　野田村育英会役員会・総会 ………………………………………………………… 議長
11日　野田中学校体育祭 …………………………………………………………………… 議員
20日　八戸・久慈自動車道整備利活用促進期成同盟会総会（八戸市） ……………… 議長
21～22日　町村議会議長・副議長研修会（東京都）………………………… 議長・副議長
23日　野田村商工会通常総会 ……………………………………………………………… 議長
25日　野田小学校運動会 …………………………………………………………………… 議員
27日　村政調査会 ………………………………………………………………………… 全委員
30日　総務教民常任委員会視察研修会 ………………………………… 総務教民常任全委員
31日　県町村議会議員研修会（盛岡市） ………………………………………………… 議員

●６月●
　２日　野田村消防団特別点検 …………………………………………………………… 全議員
　３日　野田村体育協会評議員会 …………………………………………………………… 議長
　７日　議会運営委員会・議員全員協議会 ……………………………………………… 全議員
　７日　日向保育所運動会 …………………………………………………………………… 議員
10日　野田村観光協会役員会・通常総会 ………………………………………………… 議長
11～14日　第４回野田村議会定例会　………………………………………………… 全議員
14日　野田村保育所運動会 ………………………………………………………………… 議員
15日　北岩手・北三陸横断道路整備促進期成同盟会総会・決起大会（葛巻町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 …………………… 議長、副議長、産業常任委員長
17日　久慈工業高等学校を守り育てる会総会 …………………………………………… 議長
19日　市町村要望（久慈市） ……………………………… 議長、副議長、産業常任委員長
20日　国道281号整備促進期成同盟会監査（議長室） ………………………………… 議長
21日　玉川保育所運動会 …………………………………………………………………… 議員
21日　産業常任委員会視察研修会 …………………………………………… 産業常任全委員
23～24日　野田はまなす会総会・ふるさと交流会（東京都）……………………… 全議員
26日　国道455号・盛岡普代間道路整備促進期成同盟会総会（盛岡市） …………… 議長
27日　日向・玉川保育所施設整備事業完了記念式典（生涯学習センター） ………… 議長
28日　第３回野田村議会臨時会 ………………………………………………………… 全議員
28日　北奥羽開発促進協議会定例総会 …………………………………………………… 議長

　村議会定例会は、３月・６月・９月・12月に行われています。
　傍聴の手続きは、受付簿に必要事項を記入するだけなのでとても簡単です。
　村の将来やあり方についての議論を直接聞くことができます。皆様の傍聴を
お待ちしております。



　

暑
い
日
が
長
く
続
き
熱
中
症
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
歴
史
的
な
円
安

の
影
響
も
あ
り
物
価
高
騰
が
続
く

な
か
、
例
年
以
上
と
い
わ
れ
る
酷

暑
を
乗
り
切
る
た
め
の
緊
急
支
援

策
と
し
て
、
政
府
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
電
気
・
ガ
ス
の
使
用
料
金

の
負
担
軽
減
策
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。地
方
に
多
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス（
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
）
の
利
用
者
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
も
速
や
か
な
実

施
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

気
象
庁
に
よ
れ
ば
、
今
年
は
特

に
８
月
の
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
と

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
ま
め

な
水
分
補
給
や
日
傘
を
使
用
す
る

な
ど
万
全
の
対
策
で
こ
の
夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

「
議
会
だ
よ
り
第
１
６
８
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。
ご
意
見
、
ご

感
想
等
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

中 

川 

　 

昇

発
行
責
任
者

発
行
責
任
者

　

議　

長 　

米　

田　

忠　

一

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長 　

前　

川　

安　

男

　

副
委
員
長 　

山　

田　

陽　

子

　

委　

員 　

中　

川　

大　

和

　

委　

員 　

中　

川　
　

昇

　

委　

員 　

米　

田　

徳
一
郎

あ
と
が
き
　

問題
①  令和７年 ３月
②  令和７年 ５月
③  令和７年 ８月

「（仮称）交流物産等複合施設」
整備工事の予定期間は。

【前号の答え】 ③ ８月
【当選者】尾崎由羽美さん、宇部和行さん、土内萌生さん

  正解者の中から抽選で３名の方に「野田村共通商品券」をプレゼント！

【応募方法】
　 　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。新たに
応募フォームからも応募できるようになりました。応募
は１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。
【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで。
　　ＦＡＸの場合は 0194‐78‐3995 まで
【締め切り】８月30日消印有効。
【当選発表】次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）
　　　　　　を発表します。

議会だより のだ 発行日　令和６年７月26 日No.168

　６月13日、少年野球チーム「野田
フェニックス」の子ども達に今の目標
など聞きました。メンバー27人で週
５日、主に村の山村広場で練習をして
います。

・バックネットの網を取り換えてほしい。
・ベースに穴が開いているので買ってほしい。
・照明が切れてるので直してほしい。
・照明が壊れて下を向いている所を直してほしい。
・照明代を安くしてほしい。
・ファウルボールが見つけやすいように、法面の草刈りをしてほしい。
・トイレを直してほしい。

★村へ子ども達からの声★
　山村広場の

・エースになりたい！
・レギュラーになりたい！
・ヒットを打ちたい！
・ホームランを打ちたい！
・セカンドになりたい！
　　　　　　　　　など

●発行責任者　　野田村議会議長
●編集　野田村議会広報編集委員会
　　　　〒028‐8201　岩手県九戸郡野田村大字野田20‐14
　　　　TEL.0194‐78‐2934   FAX.0194‐78‐3995

ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

●印刷　有限会社マルニ印刷

今回は『野田フェニックス』

 全国大会で優勝するぞ！ 全国大会で優勝するぞ！

がんばる野田っ子

◀こちらからも応募できます！
村ホームページ「議会だより のだ」につながります。
スマートフォン等のカメラ機能で読み取ってください。

今の目標


